
大門中学校

【目指す学校像】

【目指す児童・生
徒像】

【目指す教師像】

中期経営目標

№ 四つの柱 基本施策 今年度学校で重点を置く「具体的施策」
（令和５年度までの

３年間）
取組指標 成果指標 取組 成果 評価平均 コメント

1 Ⅰ　健全育成 個性を認め合う教育の推進 自己肯定感・自己有用感の醸成
〇キャリア教育の充実と
それによる自己肯定感の
強化

〇各学年でのキャリア教
育での自己肯定感を高
める取り組みの実施

〇生徒アンケート回答で
の自己有用感ありが
Ａ：８５％以上
Ｂ：６５％以上
Ｃ：５０％以上
Ｄ：５０％未満

4
「自分が役に立っ

ている」
８０％

３
3.3 感染予防対策をしつつ、委員会活動･係活動や諸行事の取り組み

の中で､自己有用感を感じさせる場面を増やしていく。

2 Ⅰ　健全育成
規範意識や他人への思いやりな
ど豊かな心を育む教育の推進

規範意識と豊かな人間関係を育
む教育

〇人間関係形成能力育
成
〇道徳の授業改善

〇ＱＵテスト実施後の分
析と働きかけの実施
〇大門タイムの各学年で
の実施

〇２回目ＱＵテストでの友
人との関係が全国平均
以上の学級
Ａ：１００％
Ｂ：８５％以上
Ｃ：７５％以上
Ｄ：７５％未満

4
全クラス平均以上

4
4.0 時間の工夫をし、大門タイムを来年度も継続させていく。

3 Ⅰ　健全育成 いじめ問題への対応
いじめ防止対策推進基本方針
に基づいた取り組みの推進

〇学校いじめ防止対策
委員会を中心とした未然
防止、早期発見、組織的
な対応の確立

〇生活指導部会・教育相
談委員会をそれぞれ30
回/年以上実施

〇生徒アンケート回答で
のいじめ拒否の意識あり
が
Ａ：９５％以上
Ｂ：８５％以上
Ｃ：７５％以上
Ｄ：７５％未満

3

「いじめが起きた
とき、誰かに相談

できますか」
 ７９％

２
2.3 スクールカウンセラー、保健室、学年教員の役割の工夫で生徒が

相談できる窓口を意識させる。

4 Ⅰ　健全育成 個性を認め合う教育の推進 教育相談体制の充実

〇不登校生徒への適切
な対応、及び外部機関等
との適切な連携による、
卒業後も含めた指導

〇スクールカウンセラー
との毎週の情報共有と方
針確認

〇不登校傾向生徒の状
況改善が
Ａ：７５％以上
Ｂ：６０％以上
Ｃ：５０％以上
Ｄ：５０％未満

4
学校・外部機関と
連携進行が84％

4 4.0
子ども家庭支援センターとの連携、SSWとの連携を今後も大切に
し、構内の相談委員会での毎週の見直しによって生徒の家庭の
状況変化に対応していく。

5 Ⅱ　学力向上 確かな学力の育成
基礎的・基本的な学力の定着と
学ぶ意欲の向上

〇新学習指導要領導入
に合わせての校内研修
等での授業改善

〇校内研究授業･意見交
換の実施
〇英語科の単元テストの
取り組み

〇生徒アンケート回答で
の授業改善への肯定的
評価が
Ａ：８５％以上
Ｂ：７５％以上
Ｃ：６０％以上
Ｄ：６０％未満

4
生徒アンケートで

92％

4 4.0 各教科での授業アンケートの活用と校内研究での授業改善の取
り組みを継続していく。

6 Ⅱ　学力向上
日本人としての自覚と豊かな国
際感覚をもつ人材の育成

英語教育と国際理解教育の推
進

〇英語科での生徒の学
びに向かう意欲の向上と
国際感覚の醸成

〇ＴＧＧの有効利用とそ
のための事前･事後学習

〇生徒アンケート回答で
の英語学習への意欲有
りが
Ａ：７５％以上
Ｂ：６０％以上
Ｃ：４０％以上
Ｄ：４０％未満

4
生徒アンケートで

82％

4 4.0 TGG体験の取り組みを､実施方法等見直しながら続けていく。

7 Ⅱ　学力向上 確かな学力の育成
ＩＣＴ機器活用等による多様な指
導方法の工夫

〇ＩＣＴ機器の効果的な利
用による、生徒の学習意
欲の向上

〇授業や特別活動での
タブレットの新しい活用方
法の試み

〇生徒アンケート回答で
の活用への肯定的評価
が
Ａ：８０％以上
Ｂ：７５％以上
Ｃ：６０％以上
Ｄ：６０％未満

3
生徒アンケートで

93％

4 4.0
他教科でのタブレットの活用方法を伝え合う場面をつくることで積
極的な活用方法の工夫を進める。
サーバーのでの保存の工夫で保存容量を確保する。

8
Ⅲ　教育環境の整
備

特別支援教育の充実 特別支援教育の充実
〇特別支援教室の活用
と充実

〇特別支援教室での活
動内容への教職員の理
解を深めることによる適
切な教室活用の推進

〇大門けやき利用生徒
の状況安定・改善が
Ａ：８０％以上
Ｂ：６０％以上
Ｃ：５０％以上
Ｄ：５０％未満

4
全員が安定

4 4.0 特別支援教室の生徒だけでなく､個の生徒に応じた配慮について
の校内での研修を実施する。

9
Ⅲ　教育環境の整
備

各学校におけるカリキュラム・マ
ネジメントの推進

学校図書館の活用と充実
〇学校図書館の利活用
の推進

〇図書委員会の生徒へ
の図書館管理員からの
アドバイスによる活動の
工夫

〇朝読書への生徒の取
り組み状況良好生徒が
Ａ：９５％以上
Ｂ：８０％以上
Ｃ：７０％以上
Ｄ：７０％未満

3
生徒全員取組

良好

4 4.0 朝読書の実施と放課後の図書室開館と生徒委員会での働きかけ
を充実させていく。

10

オリンピック・パラリ
ンピックの精神を
生かした教育の充
実

４×４の取組 ４×４の取組

〇オリンピック・パラリン
ピック教育を通しての人
権感覚と国際感覚の醸
成

〇ＴＧＧの利用によって
自身の将来への展望や
国際理解につなげる

〇生徒アンケート回答で
の将来の国際社会貢献
への意識ありが
Ａ：４０％以上
Ｂ：３０％以上
Ｃ：２０％以上
Ｄ：２０％未満

3
生徒アンケートで

84％

4 3.7 地域の人材活用によって国際社会での活躍を紹介できる場を設
定する。

11
Ⅲ　教育環境の整
備

各学校におけるカリキュラム・マ
ネジメントの推進

ライフ・ワーク・バランスの改善

〇学校行事、業務の
効率化・スリム化
〇職務と職員の健康
やプライベートの充実
を両立させることので
きる職場環境

〇年次有給休暇の取得
日数増
〇長期休業期間中の定
時退勤

〇職員アンケート回答で
の満足・ほぼ満足が
Ａ：７０％以上
Ｂ：６０％以上
Ｃ：４０％以上
Ｄ：４０％未満

2
職員アンケートで

71.4％

4 3.0
定時退勤日の設定や、休憩時にほっとできる環境など、職員の発
案を検討していく。
業務以外のコミュニケーションも大切にし、若手教員のメンタルサ
ポートを進める。

令和３年度　東久留米市立 学校評価報告書

前年度までの学校経営
上の成果と課題

【成果】不登校傾向の生徒への適切な対応、いじめ問題への対応、ICT機器の各授業での活用、特別支援教室の活用、道徳授業での取り組み
【課題】感染症予防をしての生徒の活動の保障、ライフワークバランスと職員の健康、学校図書館の活用

短期経営目標 評価指標・評価基準 学校関係者評価
次年度の方策

（１年間）

東久留米市第２次教育振興基本計画 自己評価

学校教育目標

教
育
ビ
ジ

ョ
ン

（１）生徒に生きる力（確かな学力、豊かな人間性、健康と体力）を育む学校
（２）生徒の自己有用感を高め、可能性を最大限に伸ばす学校
（３）保護者や地域社会の期待に応え、生徒と教師の信頼関係が築かれている学校

（１）目標に向かい主体的に学び考え行動する生徒
（２）自分の役割や責任を認識し、そこに価値を見出し自己肯定感をもつ生徒
（３）心身の健康を保持増進し、自分の可能性に挑戦する生徒
（４）課題解決への意志をもち、よりよい未来社会を創造しようとする生徒

「健康」「責任」「友情」「創造」「努力」を尊重し実現する資質を備えた人間を育成し
　　生徒一人一人に幸せな未来を切り拓く力を育てる
　　　　そのために、
    〇　安全・安心な学校生活を保障する。
    〇　これからのグローバル社会に生きる力をイメージする。
    〇　生徒一人一人の力を最大限に伸長する。 （１）授業を大切にし、生徒一人一人の力を伸長させるため、常に授業力の向上を目指す教師

（２）厳しさと温かさを兼ね備え、生徒一人一人の個性や可能性を伸ばすとともに、生徒に社会人としての範を示す教師
（３）生徒、保護者や地域社会の期待に応え、厚い信頼を得る教師

〇ドリームマップなどキャ
リア教育による自己肯定
感の強化
〇特別活動・学校行事で
の自己有用感の涵養

･アンケートの集計結果が
概ね良好で安心した。

･大門タイムは継続して欲
しい。

･ＴＧＧ体験は成果が出て
いる。

･学校内のWifi環境の増強
をしてもらいたい。

･個々の自主性を高める指
導を期待する。

･善悪の判断や思いやりの
心、支え合いの精神を身に
付ける指導を期待します。

･いじめは絶対あってはい
けない。未然防止の対策
をお願いします。

･学力を向上させるために
授業の工夫や改善に一層
の努力を期待します。

･校長のリーダーシップを
評価します。これからも校
長のリーダーに期待しま
す。

･(いじめ相談)担任だけで
なくスクールカウンセラー･
養護教諭･その他相談しや
すい環境(人の配置)をつ
くっていけるといいと思い
ます。

･夜遅く、また休日に出勤さ
れている先生方を多く見か
けます。外部機関への業
務委託や業務効率化のた
めPC等の整備、行事を精
選していき先生方が生き生
きと働ける職場になると教
材研究に充てる時間が増
え、学力向上にもつながる
と思います。

･今後のコロナ、そして修学
旅行が実施できるのか心
配です。

･パソコン部は現在無い
が、需要があるのでは。

〇学級経営へのＱＵテス
トの活用
〇大門タイムでの人間関
係形成能力育成

〇各校内組織の情報共
有の効率化による早期発
見と組織的な対応

〇スクールカウンセラー、
ＳＳＷ、市適応教室、子ど
も家庭支援センター、児
童相談所との連携強化

〇国際感覚の醸成

〇年次有給休暇・介護休
暇等の取得推進
〇勤務時間の縮減

〇校内での研究授業での
主体的･対話的な深い学
びへの意識啓発
〇指導と評価の一体化を
目指す英語科の取り組み

〇全学年でのＴＧＧ利用
による国際理解と学習意
欲の向上

〇ギガスクール導入機器
と既存のICT機器の活用

〇特別支援コーディネー
ターを中心とした教育相
談委員会での大門けやき
との連携強化

〇朝読書の時間の充実
〇図書館管理員と図書委
員会の連携


